
２０１８年６月１日 

各 位 

MBS テレビ『映像'１７』が 

第５５回ギャラクシー賞 大賞を受賞 

放送批評懇談会が審査・選出する「第５５回ギャラクシー賞」にてＭＢＳテレビ『映像'1７ 

教育と愛国～教科書でいま何が起きているのか』が、テレビ部門の大賞を受賞しました。 

◇受賞作品紹介

『映像'17 教育と愛国～教科書でいま何が起きているのか』

プロデューサー：澤田隆三

デ ィレ ク タ ー：斉加尚代 

放  送 日：201７年７月３０日（日）2４時 5０分～2５時５０分放送 

◇番 組 内 容：

これまで教科外活動として学校で行われてきた道徳教育が、小学校は 2018 年度から、中学校

は 2019 年度から正式の教科となる。検定教科書を使った授業が始まり、児童・生徒の評価も

行われる。学問体系のない道徳で使われる教科書はどのように制作され、検定されるのか。その

現場ではさまざまなせめぎ合いが起こっている。過去の歴史教科書検定問題などにも目を向け、

知られざる「教科書の攻防」を伝えるとともに、教育のあり方を考える。

◇受賞理由（抜粋）

道徳や歴史の教科書の採用を巡り、教育現場にかかる圧力の背景に何があるのか。正面からの愚

直な取材で決定的な言葉を引き出す制作者の姿勢に感銘を受けた。保守色の強い歴史教科書の執

筆者は記者の取材に対し「（歴史から）学ぶ必要はない」と言い切っている。強い言葉がこれか

らの教科書に携わる人々の一面を浮かび上がらせている。検定後の教科書が実際に教育現場で使

用されるのはこれから。より議論を深めていくうえで、本作品のように忖度のない報道番組が必

要とされている。

以上 


